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道教委ドメインのアカウントで使用可能な生成ＡＩ
教員
ＣｈａｔＧＰＴ
Ｃｏｐｉｌｏｔ
Ｇｅｍｉｎｉ

生徒
ＣｈａｔＧＰＴ
Ｇｅｍｉｎｉ

１：環境
道教委ガイドラインに基づく制限



教員アカウントは接続できるものもあるが、ガイドラインでは使用
は制限されている（必要に応じて都度担当課へ協議）
ＧｏｏｇｌｅＡＩＳｔｕｄｉｏなども使用不可
道、道教委及び道立学校の業務であるとわかる情報の入力はしない
課金も原則禁止（必要に応じて都度担当課へ協議）なので、ＡＰＩ
の活用や高度な画像生成、動画生成、推論ＡＩは使用不可
ＡＩを活用したアドオンも使用不可
個人の環境でやってみようと思う人だけがイメージを持てている

１：環境
道教委ガイドラインに基づく制限

この条件下でできていることと
できるようになるといいことの提言



生成AIの急速な進化
検索AIの台頭（Perplexcity、GenSpark、
Felo）
APIによる各アプリケーションとの連携
ブラウザアドインの活用
モバイルアプリ…

１：環境
制限の外側にあるもの

制限下では想像することも難しい変化が
毎日のように起こっている



保護者同意の取得1.
情報活用能力のアンケート
結果より①

2.

事前学習の授業案の創出と
実施

3.

情報活用能力のアンケート
結果より②

4.

事前学習の
授業案創出
生成AIを使用するに当たって



「使うようになってから」ではな
く「使える状況」にはしておこう
ということで、昨年度の年度途中
で、まずは在校生に対して保護者
同意を得ることにしました。
今年度からは入学時に新入生全世
帯から同意書を提出していただい
ています

１．保護者同意の取得



質問紙の
内容「理解している」「どちらかというと理解している」

「どちらかというと理解していない」「理解していない」から選んでください。

1 生成ＡＩで知識を調べるときにはその真偽を別な情報源で調べなくてはならない
2 生成ＡＩで文章を作成するときは、プロンプト（生成AIへの指示・質問）を工夫すると望んだ文章を
　生成することができる
3 文章や論文、物語の作成の際には、アイデア出しや推敲案を出力するような活用とし、生成ＡＩで
　作ったものをそのまま提出してはならない
4 データを分析して表を作成するといったときに生成ＡＩを使うことができる
5 生成ＡＩで自分の求める回答を得るには、一度の発問で終わらせず、複数回やり取りすると良い。
6 生成ＡＩは事前に設定を学習させることでより意図した内容を出力してくれる可能性が上がる
7 生成ＡＩを活用したＷｅｂアプリによって生成した画像、動画、音楽等は表現をより豊かにする
　助けとなる。
8 あなたは生成AIを活用して授業中にどんな学びをすることができると考えますか？できるだけ具体的に
　書いてみてください。

あなたは次のことを理解していますか？

２.情報活用能力のアンケート結果（本校独自）より（抜粋）①



自己評価は高いが、
何を以ての評価かは不透明 事前学習で担保

6 月実施第 1回の結果より



文科省の暫定ガイドラインより

初等中等教育段階における 生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン(令和５年７⽉４⽇ ⽂部科学省 初等中等教育局)より



３.事前学習の授業案の創出と実施〜

対象学年：1学年（239名）
実施時期：9月、2月

LLMとは、利点、欠点、注意点をスライドを用いた講
義形式で実施しました。私山﨑が6クラス一斉に
Googlemeetで繋いで説明しました。

生成AIの概要
01

説明と実習を行いました。「実際に使ってみないと」

プロンプトの工夫
02

振り返り
04

ファクトチェックの
重要性

03

説明と実習を行いました。「実際に使ってみないと」

様々な場面で使用し、年度末に振り返りを実施する予定です



生成AIの概要

01



プロンプトの工夫

02

ファクトチェックの重要性

03



プロンプトの工夫

02

ファクトチェックの重要性

03

実践演習



各教科等の学び
において、学習
者が積極的に用
いることで習熟

トライ&エラー

生成AI自体を学ぶ
　　　↓
生成AIの使い方を学ぶ
　　　↓
生成AIを使う際の
情報モラルを考える

事前学習はあくまでスタートライン

半数以上の生徒（１年生）はすでに授業外で使ったことがあると回答

３.事前学習の授業案の創出と実施



Aさん：何度も条件を追加したり、削除したりしなが
ら、会話する。
Bさん：具体的に、目的を明示、背景情報の提供、質問
形式を工夫、選択肢を共有するなどのプロンプトで対話
する。

どのように対話すればよいか？
Cさん：人間中心であることを前提として、自分の第二
の意見として参考にすることが大切だと思う。AIの考え
をうのみにしてそのまま使用するのではなく、自分の考
えを持ってAIにも意見を聞いたうえでその情報の正誤を
確かめてから自分にはない一つの意見として自分に取り
入れていくことが大切だと思う

回答をどのように扱えばよいか？

３.事前学習の授業案の創出と実施



明らかな変容が

認められました
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※1学年のみ
４.情報活用能力のアンケート結果（本校独自）②（抜粋）

6月実施と１１月実施の比較
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「使って良い状態をつくる」

「使わせる場面を設定する」
教師が考える

生徒自身が考える



教員の使用例
生成AIに生徒の意見をまとめてもらう
生成AIに何か質問して答えてもらう
生成AIを紹介する

＞人の問題意識で出力された回答は自分のものに比べ
て、読む気がなくなる？＞＞追加質問もできないし、自
分の感覚でのお試し、問いかけができない
＞膨大な量のアウトプットでそもそも読むのが大変
＞人が書いた文章って、その作業に誰かがかけた労力が
あるから読みたくなる？

２　授業における活用
「先生が使って見せる」は
　高校生では意義が少ない？



学習者の使用例
調べもの
あらすじ要約
アイデア出し
ＲＡＧを活用した対話
他国の言語で質問する
自分のアイデアや作品を評価してもらう
クラスで出た意見を自分なりの観点でまとめてみる
画像・動画生成ＡＩを使った表現の拡張
ＪａｖａＳｃｒｉｐｔを活用したクイズゲーム作成

２　授業における活用
「先生が使って見せる」は
　高校生では意義が少ない



あまりよくない使用例
あらすじをまとめて終わり…
短い感想を書かせて終わり…

＞ただし、これらは起こる背景には、そもそも学習課題自体に
問題があります。書かねばならないから書くではなく、書きた
いから書くにならなければならない。意見ないのに無理やり言
わせられる・評価のためにやらねばならない
＞これらがなくなるためには、「ためになる使い方」を体得し
ていかなくてはならない＞＞活動を微分して、どこを効率化す
るか自分で考える、やってみる、生成AIと学んだことを人と対
話する機会を

２　授業における活用
「先生が使って見せる」は
　高校生では意義が少ない



私が把握している限りの自分のアカウントで生徒が試してい
ること
比較ＡＩの活用
画像・動画生成ＡＩの活用
検索ＡＩの活用
国産ＡＩの活用
生成ＡＩを活用したアプリの活用
生成ＡＩに他国の言語で質問する
ＲＡＧを活用した対話
生成ＡＩを活用したプログラミング
生成ＡＩに授業をしてもらう

２　授業における活用
「先生が使って見せる」は
　高校生では意義が少ない



学校用ＣｈａｔＧＰＴ・Ｇｅｍｉｎｉで行っていること
アンケートの集約（個人名を入れないように配慮）
ＧＡＳによる自動化
ＲＡＧのデータベースの作成
４択問題の間違いの選択肢
学級日誌の共同コメンテーター・挿絵担当

やったけどあまりよくないこと
十分な情報を与えらえない行事のたたき台作成
十分な情報を与えられない文書のたたき台作成
生徒の所見文作成

３　校務における活用
対話やたたき台のもう一歩先に

ＲＰＡに組み込まれていないＡＩは
かえって業務効率を悪くする場合も



４　これから



学校現場における人間中心の生成 AI の利活用

（児童生徒の学びと生成 AI）
児童生徒の学びにおいては、学習指導要領に示す資質・能
力の育成に寄与するか、教育活動の目的を達成する観点か
ら効果的であるかを吟味した上で利活用するべきであり、
生成 AI を利活用することが目的であってはならない。

生成ＡＩのガイドラインの検討会議より



（教師の役割と生成 AI）
教育は、教師と児童生徒との人格的な触れ合いを通じて行われるも
のであり、適切な指導計画や学習環境の設定、丁寧な見取りと支援
といった、学びの専門職としての教師の役割は、生成 AI が社会イン
フラの一部となる時代において、より重要なものになる。
学校現場における生成 AI の効果的な利活用を実現するためにも、生
成 AI の仕組みや特徴を理解するなど、教師には一定の AI リテラシ
ーを身に付けることが求められる。例えば、情報技術を日常の校務
等に活用しつつ、教師自身が新たな技術に慣れ親しみ、利便性や懸
念点、賢い付き合い方を知っておくことが、教育活動で適切に利活
用する素地を作ることにも繋がる。あわせて、このような教師の学
びをサポートできるよう、環境の整備や研修機会等の提供も求めら
れる。

生成ＡＩのガイドラインの検討会議より



制限下では想像もできないことが、学校外では起こってい
ます。（同じアプリでも制限下のそれはそもそも「画面に表
示されているものから違う場合もあります。）
自分で学ぶ、挑戦する人だけが気付いている現状です。
制限のために、ICTで楽になるのではなく却って大変にな
っているところもあります。
そして、「大人」が想像できないことは、生徒の一部が自分
でやっています。この現状は非常に危うい未来を想起させ
ます。
「〇〇だからできない」で思考を止めず、「……できないけ
ど、こうすればできる」の考え方で制度設計がなされてい
くといいなと思います。

テクノロジーは道徳のない増幅機
である（C・ファデル）



生成ＡＩを「単なる」プログラムと強調する言説をよく見
ます。しかし、本当にそうなのでしょうか？
ＲＡＧでハルシネーションを抑え、誰かの知識を読み込ま
せた生成ＡＩは学習者の学びのサポーターとなりうる可能
性があります。
日々活用していると、生成ＡＩの進化の先には人の思考の
再現があるように感じます。
生成ＡＩに関する注意点は、人と付き合うそれと酷似して
いるように思います。

生成ＡＩは時空を超えたなんらか
の「存在」ではないか？



世界では、生成ＡＩの教育活用に制限的な動きが多い現状
があります。もちろん、未来を担う人たちの成長を阻害す
るような要因がないか、倫理的な問題が起こり得るのでは
ないかということについて慎重であるべきです。
しかし、なればこそ、技術を学び、使い、習熟することが
必要なのです。
現状は、チャンスではないでしょうか。ＡＩの開発には遅
れを取りましたが、世界に先駆けて、生成ＡＩ活用先進国
を目指せるのではないでしょうか。

生成ＡＩ活用最先端を日本から



教育現場での活用を支援する制度や概念。
生成ＡＩを活用した仕事のあり方の探究、仕組みの構築事
例をたくさんご紹介いただき、学習者や教職員に示してい
ただきたい。
制限が緩和され、模擬的にでも技術を活用した学び方が実
現していくことを願います。
生成ＡＩに仕事を奪われるのではなく、生成ＡＩを活用で
きる人で事足りるようになることが近未来に起こることに
なりそうです。

社会に求めたいこと



ご清聴ありがとうございました！




